
制
づ
く
り
が
必
要
と
の
考
え
で
、
検
討

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

限
ら
れ
た
人
員
と
広
い
ニ
ー
ズ
間
の

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
解
消
の
た
め
、
部
局
を

超
え
た
効
率
的
な
技
術
支
援
・
協
力
の

必
要
性
は
明
ら
か
で
す
。
し
か
し
「
組

織
の
た
め
の
人
」
以
前
に
、
「
人
の
た

め
の
組
織
」
を
優
先
す
べ
き
で
あ
り
、

各
技
術
職
員
の
知
識
・
ス
キ
ル
の
向
上

に
よ
っ
て
個
人
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を

手
助
け
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ

れ
が
北
大
全
体
と
し
て
の
技
術
力
の
向

上
に
つ
な
が
り
、
持
続
的
な
技
術
継
承

を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
技

術
支
援
の
た
め
に
は
、
個
人
の
成
長

と
技
術
者
集
団
の
維
持
が
不
可
欠
で
あ
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主な記事紹介

大
学
の
教
職
員
の
中
に
は
、
教
員
、

事
務
職
員
の
ほ
か
、
約
２
４
０
名
の

技
術
職
員
が
い
ま
す
。
技
術
面
か
ら

研
究
や
教
育
を
支
え
て
い
る
の
で
す

が
、
２
千
人
の
教
員
数
と
較
べ
て
人
数

が
少
な
く
特
定
部
局
等
に
所
属
し
て
い

る
た
め
、
技
術
支
援
が
ま
ん
べ
ん
な
く

行
き
渡
る
こ
と
は
難
し
く
、
定
年
者
の

補
充
、
新
た
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る

こ
と
も
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
部

局
間
・
技
術
職
員
間
の
柔
軟
な
協
力
が

で
き
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
そ
こ

で
２
０
０
６
年
に
、
教
育
研
究
機
能
の

充
実
を
目
的
と
し
て
、
教
育
研
究
支
援

本
部
の
設
置
が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ

が
、
現
技
術
支
援
本
部
の
前
身
で
す
。

技
術
職
員
の
仕
事
は
多
様
で
す
。
便

宜
的
に
な
さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
分
け
も
、

工
作
、
情
報
、
分
析
、
フ
ィ
ー
ル
ド

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
専
門
が
あ
り
ま
す
。
過
去
２
年
間
に

実
施
し
た
意
見
交
換
会
、
ア
ン
ケ
ー
ト

か
ら
は
、
職
場
に
よ
る
働
き
方
、
自
由

度
、
満
足
度
に
大
き
な
幅
が
あ
る
こ
と

も
わ
か
り
ま
し
た
。
残
念
な
こ
と
に
、

か
な
り
深
刻
な
仕
事
環
境
に
あ
る
技
術

職
員
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

本
部
の
目
的
と
し
て
組
織
の
一
元
化
が

掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
上
が
決
め
た

硬
直
的
な
組
織
化
で
は
な
く
、
技
術
職

員
側
の
改
善
、
向
上
を
可
能
と
す
る
体

り
、
こ
の
２
つ
を
新
た
に
一
元
化
の
目

的
と
し
て
明
記
し
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
部
局
等
か
ら
の
技
術

支
援
に
応
え
る
仕
組
み
を
作
り
ま
す

が
、
依
頼
に
応
え
る
と
い
う
だ
け
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
「
自
発
的
に
依
頼
に
応

じ
る
こ
と
で
知
識
の
範
囲
を
広
げ
、
人

的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
る
。
チ
ー
ム

と
し
て
当
た
る
こ
と
で
、
技
術
の
伝

達
・
継
承
を
は
か
る
。
新
た
な
分
野
を

学
ぶ
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
的
な
受
け

入
れ
も
可
能
と
す
る
。
技
術
職
員
が
自

主
的
取
り
組
み
を
計
画
し
て
本
部
は
そ

の
実
施
を
助
け
る
。
」
な
ど
が
で
き
ま

す
。
依
頼
に
対
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
評
価

を
拡
大
し
て
、
現
時
点
で
の
働
き
方
調

査
も
本
部
の
権
限
と
し
て
行
え
る
と
思

い
ま
す
。

部
局
長
連
絡
会
議
等
で
は
、
運
用
に

あ
た
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
懸
念
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
多
く
は
「
運
営
方
法
や

形
式
」
に
対
す
る
も
の
で
、
そ
の
た
め

に
実
施
し
な
い
の
は
本
末
転
倒
で
す
。

上
に
挙
げ
た
本
来
の
目
的
達
成
の
た

め
、
と
に
か
く
動
き
始
め
て
、
形
は
変

え
て
い
け
ば
よ
い
の
で
す
。
試
行
が
、

第
一
次
、
第
二
次
と
続
き
、
望
ま
し
い

形
に
少
し
ず
つ
近
づ
け
て
い
く
こ
と
が

技
術
支
援
本
部
の
役
割
と
考
え
て
い
ま

す
。

二
面	

「
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
」
に
見
舞
わ
れ
て�

四
面-

五
面	

第
57
回
全
国
七
大
学
総
合
体
育
大
会
を
終
え
て�

 

七
面 	

文
化
財
（
予
備
軍
）
へ
行
こ
う　
第
3
回

　�

北
海
道
大
学
体
育
会
委
員
長

北
海
道
大
学
客
員
准
教
授

角

 

哲

北方生物圏フィールド科学センター
生物生産研究農場
教職員写真同好会　伊藤仁浩

樋
口

　
遥
加

Opinion!

北海道大学技術支援本部
について

北海道大学技術支援本部
副本部長
大学院工学研究院教授

松藤　敏彦
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いじわるじいさん
先
日
訪
れ
た
南
の
地
は
夾

竹
桃
の
盛
り
。
紅
色
の
花

が
青
空
に
映
え
て
き
れ
い

だ
っ
た
。
広
島
の
「
市
の

花
」
だ
。
被
爆
後
の
焦
土

に
い
ち
早
く
咲
い
た
こ
と

で
、
復
興
の
象
徴
に
な
っ
た

ら
し
い
▼
こ
の
花
を
嫌
い

だ
と
言
う
人
が
い
た
。
私

は
広
島
の
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
に
、
北
大
生
協
の
組

合
員
代
表
と
し
て
参
加
し
た
こ
と
が

あ
り
、
そ
の
時
出
会
っ
た
人
だ
っ
た

▼
今
年
の
広
島
平
和
宣
言
で
市
長
は

「
あ
な
た
や
大
切
な
家
族
が
そ
こ
に

い
た
ら
と
想
像
し
な
が
ら
聞
い
て
下

さ
い
」
と
、
73
年
前
の
８
月
６
日
８
時

15
分
に
起
き
た
事
を
話
し
た
。
私
は
、

夾
竹
桃
が
被
爆
の
惨
劇
と
重
な
っ

て
し
ま
っ
た
人
の
体
験
と
心
の
内

を
思
っ
て
み
る
。
被
爆
を
隠
し
続
け

た
叔
母
の
人
生
も
思
い
出
さ
れ
る
。

様
々
な
病
気
に
苦
し
ん
で
い
た
▼
核

兵
器
に
怯
え
る
事
態
は
今
も
続
い
て

い
る
が
、
去
年
は
国
連
で
核
兵
器
禁

止
条
約
採
択
の
ビ
ッ
グ
な
ニ
ュ
ー
ス

が
あ
っ
た
。
条
約
が
効
力
を
発
揮
す

る
に
は
50
カ
国
以
上
の
批
准
が
必
要

だ
。
安
倍
首
相
は
早
々
と
、日
本
は
参

加
し
な
い
こ
と
を
明
言
し
た
▼
核
兵

器
の
恐
ろ
し
さ
を
心
身
に
刻
み
こ
ん

だ
被
爆
者
達
が
歴
史
の
事
実
を
語
っ

て
く
れ
て
い
る
。
首
相
も
彼
ら
の
声

に
耳
を
傾
け
て
ほ
し
い
。
73
年
が
過

ぎ
た
今
も
、
そ
の
声
に
耳
を
澄
ま
せ

る
こ
と
で
し
か
、
核
廃
絶
は
実
現
し

な
い
の
で
は
な
い
か
。�

（
今
日
子
）

写真１：震災直後の北部書籍の様子

写真３：震災当日のクラーク食堂の様
子撮影

写真２：中央購買入口での臨時販売の様子

９
月
５
日
（
水
）
の
台
風
21
号
に

よ
る
停
電
（
生
協
会
館
は
午
前
３
時

～
午
前
９
時
）、
そ
の
翌
日
に
は
今

ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
恐
怖
を

感
じ
る
く
ら
い
の
大
地
震
（
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
：
最
大
震
度
７
）
が

深
夜
３
時
に
発
生
し
、
断
水
、
停
電
、

交
通
手
段
の
マ
ヒ
、
携
帯
基
地
局
で

の
障
害
発
生
に
よ
っ
て
携
帯
が
使
え

な
く
な
る
等
、
多
く
の
方
々
の
生
活

に
影
響
を
お
よ
ぼ
し
ま
し
た
。
私

た
ち
の
働
く
北
大
（
札
幌
・
函
館
）

キ
ャ
ン
パ
ス
も
同
様
に
全
学
停
電
が

続
き
、
９
月
10
日
（
月
）
に
な
り
学

内
全
体
へ
停
電
が
解
除
さ
れ
ま
し
た
。

北
大
生
協
の
被
害
状
況

北
大
生
協
の
被
害
状
況
と
し
て
は

停
電
に
よ
る
購
買
の
冷
蔵
・
冷
凍
商

品
や
食
堂
の
食
材
の
廃
棄
、
店
舗
に

お
い
て
は
建
物
的
に
古
い
北
部
厚
生

会
館
の
商
品
被
害
が
酷
く
、
特
に
北

部
書
籍
店
で
は
棚
に
あ
る
本
な
ど
す

べ
て
床
に
落
ち
て
お
り
ま
し
た
が
、

９
月
11
日
（
火
）
か
ら
営
業
を
再
開

で
き
ま
し
た
。（
写
真
１
）

災
害
時
の
北
大
生
協
の
動
き

地
震
発
生
当
日
は
、
地
震
発
生
直

後
に
近
隣
在
住
の
職
員
が
生
協
会
館

店
に
来
て
建
物
の
確
認
を
行
い
、
専

務
に
報
告
を
行
い
ま
し
た
。
Ａ
Ｍ
５
：

０
０
に
緊
急
連
絡
網
で
連
絡
を
行
い

Ａ
Ｍ
７
：
０
０
に
店
長
全
員
が
集
ま

り
、
全
店
舗
の
被
害
状
況
確
認
、
今

後
の
組
合
員
対
応
と
復
旧
対
応
、
生

協
職
員
へ
の
連
絡
対
処
等
に
つ
い
て

緊
急
会
議
を
行
い
、
９
月
６
日
（
木
）

～
９
月
８
日
（
土
）
ま
で
の
臨
時
営

業
対
応
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

物
流
が
ス
ト
ッ
プ
す
る
中
、
学
内

各
店
舗
の
商
品
や
食
材
を
集
約
し
、

停
電
の
中
生
協
会
館
、
中
央
購
買
入

口
で
の
臨
時
営
業
を
行
い
ま
し
た
。

（
写
真
２
）
そ
し
て
一
人
暮
ら
し
で
食

料
も
何
も
な
い
学
生
さ
ん
対
応
と
し

て
、
停
電
で
断
水
と
い
う
状
況
の
中
、

ガ
ス
の
み
使
用
で
き
る
状
態
の
ク

ラ
ー
ク
食
堂
へ
生
協
会
館
か
ら
ポ
リ

タ
ン
ク
で
水
を
運
ん
で
カ
レ
ー
と
中

華
丼
を
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
行
い

（
写
真
３
）
炊
き
出
し
風
体
制
で
２
日

間
延
べ
１
３
０
０
人
以
上
に
提
供
を

「北海道胆振東部地震」に見舞われて
～北大生協の組合員対応と今後の課題～

平成30年９月６日に発生しました「北海道胆振東部地震」
で被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ク
ラ
ー

ク
食
堂
入
り
口
か
ら
２
列
に
並
ん
で

外
の
階
段
下
ま
で
並
ぶ
長
蛇
の
列
に

な
り
ま
し
た
。

ま
た
北
大
周
辺
の
学
生
マ
ン
シ
ョ

ン
や
ア
パ
ー
ト
は
７
日
（
金
）
に

な
っ
て
も
停
電
が
続
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
一
人
暮
ら
し
の
学
生
の
親
御

さ
ん
か
ら
、
子
供
と
連
絡
が
つ
か
な

い
、
携
帯
の
充
電
が
切
れ
そ
う
で

困
っ
て
い
る
等
の
相
談
を
受
け
携
帯

の
無
料
充
電
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
を

生
協
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
に
設
置
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
は
１
０
０
名
程
の

学
生
さ
ん
が
利
用
し
喜
ん
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。

課
題
と
し
て
残
っ
た
事

一
方
で
、
北
大
生
協
と
し
て
経
験

し
た
こ
と
の
無
い
事
態
だ
っ
た
た
め

留
学
生
の
方
へ
の
対
応
、
ガ
ス
漏
れ

火
災
へ
の
配
慮
不
足
な
ど
課
題
も
多

く
残
り
ま
し
た
。

今
回
の
経
験
を
も
と
に
、
北
大
生

協
と
し
て
大
学
と
の
災
害
時
協
定
締

結
や
物
流
網
の
検
討
、
留
学
生
対
応

な
ど
防
災
意
識
を
高
め
、
非
常
時
に

備
え
る
べ
く
準
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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台湾珈琲の歴史に北大有り
台湾珈琲の歴史に関しても、北大は強いつながりがあります。領台当初より台湾総督府殖産局によって珈琲の試

験栽培は行われてきましたが、札幌農学校出身者の多くがこの殖産局に所属していたため、珈琲栽培に先輩達が連
携しながら取り組んでいる様子が見えてきました。今回は台湾珈琲の歴史の中で重要な貢献をしたものの日の目を
見ることがなかった、北大台湾演習林の北大珈琲の基礎を築いた先輩達をご紹介します。

橋口文蔵（札幌農学校第四代校長）
1895年、初代殖産局長（次々代は新渡戸稲造）となった橋口は、殖産局の方針として珈琲生産を打ち出しまし

た。これ以降、殖産局ではその下部組織にあたる次項の農事試験場や次々項の恒春熱帯植物殖育場などにおいて、
珈琲の試験栽培が行われていったのです。
橋口は、クラーク博士が学長だったマサチューセッツ農科大学で学び、帰国後に札幌農学校第四代校長と北海道

庁第二部長となりました。初代台湾総督樺山資紀の甥でもある橋口は、台湾で同期となった森鴎外によれば「大胆
そのものの人物」だったようです。ちなみに壮瞥町にある紫明苑開拓記念公園は橋口の元農場で、1887年に建てた
菱葺屋根の農業小屋が町史跡指定となっています。
初代殖産局長となる前年、珈琲栽培を基盤としたメキシコ榎本殖民地の選定調査を行っていた橋口は、台湾が珈

琲栽培に適していると判断し、1895年珈琲木試育園を創設するために、珈琲の種子をメキシコとハワイから取り寄
せています。さらに1897年、台北県知事になった橋口は、県下に珈琲木があることを知り、調査を依頼したのが札
幌農学校卒業生で殖産局の部下だった横山壮次郎でした。

横山壮次郎（札幌農学校第８期生、札幌農学校助教授）
1895年、最初に渡台した卒業生の一人である横山は、殖産局に所属し、殖産局農事試験場創設・整備など、台湾

農政全般の実務を担当しました。特に、新渡戸稲造赴任後は、その片腕として台湾製糖業の改良・振興に当たって
います。鹿児島出身で、初代文部大臣森有礼の甥にあたります。
1897年横山は橋口文蔵の命を受け、台北県擺接堡冷水坑庄（現

新北市土城区冷水坑）の珈琲木を調査すると共に、珈琲の種苗を
得て、台北市東門外（現台湾大学医学院）の殖産局農事試験場に
播栽します。そしてこの珈琲の苗木が、1902年３月、次項の恒春
に最初に移植された珈琲木となったのでした。

柳本通義（札幌農学校第１期生）
台湾珈琲の歴史の要所、殖産局恒春熱帯植物殖育場が1902年に

創設されています。前項の横山が育てた珈琲の苗木200本が、同
年ここに寄贈され最初の母樹となり、主任田代安定によって栽培
されました。田代は北大関係者ではありませんが、横山壮次郎と
同期、同僚で同郷同士でした。ここで1905年から柳本通義が田代
に代わり主任となり、本格的な珈琲栽培が始まりました。ちなみ
に柳本は北海道庁勤務時代は橋口文蔵の部下であり、橋口の意向
で入局しています。
殖産局博覧会委員会を兼務していた委員長の柳本と幹事の横山、

委員の田代は1907年、東京勧業博覧会にこの珈琲を出品し、また
大正天皇御即位の御大典の際には、特に国産品というので、この
珈琲の御下命がありました。
写真は1905年２月、この恒春熱帯植物殖育場で撮影されたも

ので、前列左より、柳本通義、新渡戸稲造、野村文次、高岡熊雄
（北大総長第３代）、後列左より、東條秀介（札幌農学校第15期
生）、横山壮次郎、田代安定が写っています。この写真からも台湾
珈琲と北大のつながりが見えてきます。

次回はこの時のエピソード、新渡戸稲造と珈琲等についてご紹
介したいと思います。

～第４回～
台湾通信

北大台湾同窓会会員・北大台湾演習林百年祭発起人　菅　大志

台湾統治状況視察の新渡戸稲造、高岡熊雄ら一行・北海道大
学大学文書館所蔵

「北大珈琲」と「北大紅茶」
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競技名 競技日程
(予備日を含む) 競技会場

アイスホッケー 12/３〜12/７ 江守記念星置スケート場・月寒体育館
スキー 12/28〜１/３ 野沢温泉スキー場
航空 ２/27〜３/７ 関宿滑空場
馬術 ６/２〜６/３ 北大馬場
硬式テニス ６/28〜７/２ 野幌総合運動公園
開会式 ６/30 クラーク会館
少林寺拳法 ６/30〜７/１ 北大第一・第二体育館
バスケットボール ７/２〜７/６ 美香保体育館・北大第一体育館
柔道 ７/６〜７/８ きたえーる
ヨット※１ ７/14〜７/16 小樽市祝津ヨットハウス
空手 ７/14〜７/15 北大第一体育館
剣道 ７/14〜７/15 きたえーる
ラクロス(女子) ７/14〜７/16 北大サッカー場・屋内競技場
競泳 ７/21〜７/22 平岸プール
陸上競技 ７/28〜７/29 厚別公園
準硬式野球 ８/６〜８/９ 麻生球場・円山球場
ハンドボール ８/９〜８/13 北大第一・第二体育館・屋内運動場等
硬式野球 ８/８〜８/11 円山球場・麻生球場
体操 ８/10〜８/12 野幌運動公園
バドミントン ８/11〜８/17 北大第一・第二体育館
応援団 ８/12 クラーク会館
陸上ホッケー ８/13〜８/17 野幌総合運動公園
バレー ８/13〜８/17 札幌市北区体育館・美香保体育館
フェンシング ８/18〜８/19 川内体育館
相撲 ８/19 京都市武道センター
弓道(女子) ８/23〜８/24 北大弓道場
弓道(男子) ８/25〜８/26 北大弓道場
水球 ８/25～８/26 京都大学プール
ゴルフ ８/29～８/31 札幌ゴルフクラブ由仁コース
自動車 ８/30～９/２ オートスポーツランドスナガワ・新千歳モータースポーツランド
アーチェリー ９/１～９/３ キロロリゾート
ソフトテニス ９/３～９/７ 円山運動公園
ラクロス（男子） ９/４～９/６ 北大サッカー場
ソフトボール ９/５～９/７ はまなす国体記念石狩市スポーツ広場
卓球※２ ９/５～９/９ 北大第一体育館・小体育館
閉会式 ９/22 本学学術交流会館

第57回
全国七大学総合体育大会を終えて

北海道大学体育会委員長　樋口　遥加

大会競技一覧表

七
大
戦
と
は
、
全
国
七
大
学
総
合
体
育
大
会
の

略
称
で
、
旧
帝
国
七
大
学
（
北
海
道
大
学
、
東
北
大

学
、
東
京
大
学
、
名
古
屋
大
学
、
京
都
大
学
、
大
阪

大
学
、
九
州
大
学
）
の
体
育
会
が
主
体
と
な
っ
て
開

催
し
て
い
る
大
会
で
す
。
主
幹
大
学
は
毎
年
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
て
、
57
回
目
を
迎
え
る
今
大
会

は
、
北
海
道
大
学
が
主
幹
大
学
に
な
り
ま
し
た
。
北

大
体
育
会
委
員
長
か
ら
、
終
了
し
た
ば
か
り
の
大
会

を
振
り
返
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

七
大
戦
最
終
結
果

今
回
の
大
会
は
、
早
い
競
技
で
は
冬
か
ら
始

ま
り
、
７
月
の
開
会
式
を
迎
え
て
40
競
技
ほ
ど

が
白
熱
し
た
戦
い
を
繰
り
広
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

最
終
結
果
は
上
記
表
の
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

七
大
戦
の
熱
い
応
援

北
海
道
大
学
は
、
東
北
大
学
に
主
管
校
破

り
を
許
し
て
し
ま
い
、
４
位
と
い
う
結
果
に
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
ど
の
競
技
で
も
手

に
汗
握
る
激
闘
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
観
戦
に
も

非
常
に
精
が
出
ま
し
た
。

七
大
戦
で
は
、
ど
の
競
技
も
選
手
ひ
と
り
ひ

と
り
の
応
援
を
あ
ら
か
じ
め
用
意
し
、
試
合
中

に
そ
の
応
援
で
チ
ー
ム
だ
け
で
は
な
く
試
合
が

行
わ
れ
て
い
る
会
場
ま
で
も
沸
か
せ
ま
す
。
そ

の
会
場
に
い
る
人
す
べ
て
の
人
を
白
熱
し
た
戦

い
に
引
き
込
ん
で
い
く
の
で
す
。
七
大
学
も
集

ま
れ
ば
、
会
場
が
震
え
る
ほ
ど
の
甚
だ
し
い
パ

ワ
ー
を
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
七
大
戦
は
、
選
手

た
ち
の
熱
い
思
い
を
ぶ
つ
け
合
う
大
き
な
機
会

な
の
だ
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

大
会
途
中
に
起
き
た
地
震
を
乗
り
越
え
て

今
回
の
大
会
で
は
、
競
技
も
大
詰
め
に
差

し
掛
か
っ
た
９
月
に
震
度
７
ほ
ど
も
あ
る
胆
振

東
部
地
震
が
起
き
ま
し
た
。
い
く
つ
か
の
競
技

が
開
催
さ
れ
て
い
る
期
間
で
の
災
害
で
し
た
の

で
、
各
競
技
で
は
様
々
な
問
題
が
起
き
、
北
海

道
に
い
た
選
手
た
ち
に
は
大
き
な
不
安
も
多
く

あ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
度
重
な
る
混
乱
の
中
で

あ
っ
て
も
、
選
手
た
ち
は
冷
静
に
臨
機
応
変
に

対
応
し
て
く
れ
、
北
海
道
に
い
た
選
手
た
ち
は

皆
無
事
に
家
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
中
止
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
試
合
も
多
く
あ

り
、
総
合
得
点
は
試
合
が
執
り
行
わ
れ
た
と
こ

ろ
ま
で
の
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

今
大
会
で
は
試
合
の
間
だ
け
で
は
な
く
、
大
き

な
問
題
に
差
し
掛
か
っ
た
時
に
そ
の
問
題
を
解

優　勝 東北大学 233.0pt

準優勝 京都大学 187.5pt

３　位 東京大学 185.5pt

４　位 北海道大学 184.5pt

５　位 大阪大学 172.5pt

６　位 九州大学 148.0pt

７　位 名古屋大学 143.0pt
注　七大戦には42の正式種目があり、各種目

で１位の大学に10点、２位に８点、３位
に６点、４位に４点、５位に３点、６位
に２点、７位に１点のポイントが 加算さ
れます。ポイントを全競技分総合して七
大学で覇を競いました。

※１ヨット競技は大会不成立のため参加大学
に各１pt

※２ソフトボール・卓球（男子）・卓球（女
子）競技は北海道胆振東部地震のために
競技中止により、参加大学に各１pt
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加入の方法
出資金は、５口5,000円をお願いしています。
下記受付店舗へ出資金をそえてお申込みください。

加入手続き受付店舗
生協会館１階、クラーク会館内共済センター、北部購買、工学
部購買、中央購買、水産購買各店のサービスカウンター

プリペイドおよびポイント機能は、大
学から発行される「職員証カード」に
搭載されます。生協店舗ご利用の際
は、職員証カードをご利用ください。

教職員で未加入の方は、上記店舗にご来店いただくか、理事会
室（大学内線：3285）にご連絡いただけましたら加入用紙をお
届け致します。
加入時の出資金は教職員の方は５千円をお願いしています。転
勤・退職等で北大を離れる際には、生協の脱退手続き時に全額
返還いたします。

教職員組合員加入キャンペーン 
加入申込 特　　典

ご利用の際は組合員証または職員証の提示をお願いしております。
書　　籍

いつでも５%還元
書籍・雑誌購入の際には、いつで
も５%分のポイントをお付けしま
す。７月には文庫新書のまとめ買
い15%還元セール、12月には全商
品10%を多数計画しております。
定期購読
雑誌や書籍の定期購読は５%割引
いたします。

購　　買
自動車学校入校
組合員のご家族の方も対象です。
生協窓口でのお申込みで窓口申込
よりも16,200円お得にご利用いた
だけます。

灯油定期配送
組合員価格で定期配送。

スーツ購入旅　　行
ホテル「東横INN」申込み
全国各地に展開中のホテルチェーン

「東横INN」を組合員価格にてご
利用いただけます。
※組合員価格はトラベルセンターで現

金払い時のみ適用されます

保険サービス
自動車保険申込
団体・集団扱い保険料で加入（北
海道協同保険サービス）。

生 協 の 店 舗・サービ スは、生 協 に 加 入してからご 利 用ください
10/１（月）～11/30（金）まで

ポイント還元
書籍購入５％、食堂・購買での食品購入１％

11月30日（金）までに加入申込みの方は、 ①チャージ1,000円 ②100ポイント
③書籍300円引き券 ④「ライスまたは小鉢」無料券を特典としてプレゼント。

加入していない方をご紹介いただいた方にも
チャージ1,000円をプレゼント

決
す
る
た
め
に
は
何
が
で
き
る
の
か
と
、
七
大

学
が
協
力
し
合
う
大
き
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

三
人
寄
れ
ば
文
殊
の
知
恵
と
い
い
ま
す
が
、
七

大
学
が
協
力
す
れ
ば
、
た
と
え
ど
の
よ
う
に
大

き
な
壁
が
立
ち
は
だ
か
ろ
う
と
も
、
乗
り
越
え

る
こ
と
が
で
き
る
の
だ
と
私
は
思
い
ま
し
た
。

第
57
回
大
会
は
災
害
と
い
う
大
き
な
問
題
も

あ
り
ま
し
た
が
、
選
手
た
ち
の
本
気
や
熱
気
を

非
常
に
感
じ
ら
れ
た
熱
い
熱
い
大
会
に
な
り
ま

し
た
。
選
手
の
熱
は
観
客
席
に
ま
で
も
届
き
、

涼
し
い
は
ず
の
北
海
道
が
灼
熱
地
帯
の
よ
う
に

熱
く
な
り
、
選
手
と
観
客
が
一
体
と
な
っ
て
大

会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
広
大
な

北
海
道
で
、
選
手
た
ち
は
の
び
の
び
と
心
行
く

ま
で
楽
し
み
、
そ
し
て
戦
い
、
交
流
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

次
回
大
会
の
活
躍
を
期
待
し
て

次
回
大
会
で
あ
る
第
58
回
大
会
で
の
選
手
た

ち
の
活
躍
も
目
が
離
せ
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
と
も
ま

た
、
大
激
闘
で
試
合
を
沸
か
せ
て
く
れ
る
は
ず

だ
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
第
58
回
大
会
で
は
、

主
管
校
を
破
る
北
海
道
大
学
の
姿
が
見
れ
る
こ

と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
今
大
会
へ
の
ご
支

援
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ま
た
競
技
の
運

営
を
滞
り
な
く
取
り
ま
と
め
て
く
れ
た
種
目
委

員
の
方
々
、
そ
し
て
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
て

く
れ
た
選
手
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授               
                                 

心とからだ健康を考える 
渡辺 誠 

大学院教育学研究院 准教授 

今
年
は
大
き
な
災
害
が
連
続
す
る
年
に
な
り
ま
し
た
。
豪
雨

災
害
や
地
震
は
北
海
道
も
例
外
で
は
な
く
な
り
、
全
国
ど
こ
で

も
起
こ
る
様
相
と
な
っ
て
い
ま
す
。
災
害
に
備
え
て
、「
命
を

守
る
」、「
財
産
を
守
る
」
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
考
え
な
く
て

は
な
ら
な
い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
非
常
食
や
備
品
の
備
え
、
生
活
再
建
用
資
金
の
準

備
、
屋
根
の
張
替
え
な
ど
の
建
物
の
修
繕
、
た
ん
す
な
ど
の
家

具
の
固
定
な
ど
、
自
分
で
で
き
る
事
前
の
備
え
を
し
て
お
く
と

同
時
に
、
被
災
後
の
生
活
再
建
の
た
め
、
今
一
度
火
災
保
険
に

つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

火
災
保
険
は
も
う
火
災
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
に
備
え
る
た

め
の
保
険
と
な
っ
て
い
ま
す
。
自
治
体
が
発
行
し
て
い
る
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
確
認
し
た
う
え
で
、
加
入
し
て
い
る
火
災
保

険
は
ど
ん
な
補
償
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
土
砂
災
害
や
水
災
に

備
え
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
地
震
保
険
に
加
入
し
て
い

ま
す
か
。
想
定
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
確
認
し
て
そ
れ
に
対
応
し
て

い
る
補
償
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。
か
な
り
前
に
家
を
購
入
し
た

時
に
加
入
し
た
古
い
火
災
保
険
で
安
心
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
も

し
か
し
た
ら
、「
加
入
し
て
い
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
」
と

い
う
こ
と
は
な
い
で
す
か
。

被
災
し
た
時
に
「
水
災
補
償

を
入
れ
と
け
ば
よ
か
っ
た
」、

「
地
震
保
険
に
加
入
し
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
」
と
後
悔
し
な
い

よ
う
に
今
一
度
火
災
保
険
を
確

認
し
ま
し
ょ
う
。
他
の
代
理
店

の
契
約
で
あ
っ
て
も
、
保
険
証

券
が
あ
れ
ば
、
北
海
道
協
同
保

険
サ
ー
ビ
ス
で
保
険
の
診
断
が

で
き
ま
す
。

ほ
け
ん
の
お
話
Vol.
9
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九
月
十
日
早
朝
、
新
千
歳
空
港
を
北
向
き
に
離

陸
し
た
羽
田
行
き
ボ
ー
イ
ン
グ
７
６
７
型
機
は
、
右

旋
回
の
後
、
南
に
進
路
を
取
り
ま
す
。
四
日
前
に
発

生
し
た
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
で
激
甚
な
被
害
を
受

け
た
安
平
町
、
厚
真
町
の
様
子
が
見
え
る
の
で
は
な

い
か
と
、
窓
の
外
に
懸
命
に
目
を
凝
ら
し
ま
す
。
満

席
近
い
機
内
に
は
、
ど
こ
か
疲
れ
た
よ
う
な
雰
囲
気

が
漂
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
い
く
ら
目
を
凝
ら
し

て
み
て
も
、
い
つ
も
と
変
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る

山
々
と
平
野
が
広
が
っ
て
い
る
ば
か
り
で
し
た
。
災

害
は
、
映
像
で
見
る
の
と
、
実
際
に
見
る
の
と
で
は
、

全
然
違
う
、
と
思
っ
て
い
ま
す
。

日
本
列
島
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
そ
れ
が
ど
こ
で
あ

れ
、
い
ず
れ
は
大
き
な
災
害
で
被
災
す
る
も
の
と
、

頭
で
は
わ
か
り
つ
つ
、
で
も
や
は
り
、
そ
れ
が
こ
う

い
う
形
で
起
こ
ろ
う
と
は
、
想
像
も
つ
き
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
の
住
ん
で
い
る
地
域
は
震
度
５
強
と
さ
れ

ま
し
た
。
四
半
世
紀
前
の
北
海
道
南
西
沖
地
震
の
時
、

小
樽
で
震
度
５
強
を
経
験
し
た
の
で

す
が
、
今
度
は
ま
た
違
い
ま
す
。
あ

の
時
は
夜
の
十
時
過
ぎ
で
、
ま
だ
起

き
て
い
る
時
間
で
し
た
し
、
翌
日
か

ら
の
日
常
生
活
に
は
、
ほ
と
ん
ど
変

化
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
地
震
は
午
前
三
時
過
ぎ
で

す
。
大
き
な
音
と
縦
揺
れ
で
目
が
醒

め
、
こ
れ
以
上
ひ
ど
く
な
る
と
ま
ず

い
ぞ
、
と
思
い
つ
つ
隣
で
寝
て
い
る

娘
を
か
ば
う
よ
う
に
手
を
伸
ば
し
ま

す
。
朝
六
時
前
、
関
西
に
住
む
弟
か

ら
「
地
震
だ
い
じ
ょ
う
ぶ
っ
！
」
と
電
話
が
か
か
っ

て
き
ま
し
た
。
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ

…
。
前
日
の
朝
に
引
き
続
き
、
ま
た
停
電
で
す
。
集

合
住
宅
な
の
で
、
電
気
が
な
い
と
水
も
出
ま
せ
ん
。

ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
み
て
、
大
規
模
災
害
ら
し
い
と
わ

か
り
ま
す
。
被
災
地
の
中
に
い
る
と
状
況
が
わ
か
ら

な
い
と
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
記
録
で
知
っ
て
は

い
た
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
こ
と
な
の
か
、
と
思
い

ま
す
。
水
洗
ト
イ
レ
は
、
風
呂
の
水
で
流
す
と
使
え

る
。
こ
れ
も
実
際
に
や
っ
た
の
は
初
め
て
で
す
。
車

で
、
信
号
が
ほ
と
ん
ど
止
ま
っ
て
い
る
道
を
走
り
ま

す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
大
停
電
の
時
、
信
号
が
止
ま
っ

た
街
を
不
思
議
と
車
が
ス
ム
ー
ズ
に
流
れ
て
い
た
、

と
い
う
話
は
知
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
自
分
で

経
験
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
。
そ
れ
で
も
、
事
故
を

起
こ
し
て
運
ば
れ
て
ゆ
く
と
思
し
き
車
を
、
何
台
も

見
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
の
こ
と
。
真
っ
暗
な
中
を
、

ラ
イ
ト
を
上
げ
た
車
が
行
き
交
い
、
懐
中
電
灯
を
手

に
し
た
人
が
歩
い
て
い
ま
す
。
灯
の
消
え
た
タ
ワ
ー

マ
ン
シ
ョ
ン
が
ぼ
う
っ
と
闇
の
中
に
浮
か
ん
で
い
ま

す
。
メ
ー
ル
に
は
知
り
合
い
か
ら
の
安
否
確
認
と
、

何
か
で
き
る
こ
と
は
あ
る
か
、
と
い
う
言
葉
。
大
学

の
メ
ー
ル
が
や
が
て
使
え
な
く
な
り
、
情
報
の
ひ
ど

く
少
な
い
中
、
何
と
か
問
題
に
対
処
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
…

被
災
の
体
験
は
、
多
様
な
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。

激
甚
な
揺
れ
に
よ
り
建
物
が
倒
壊
し
、
見
慣
れ
た
街

の
様
子
が
一
変
す
る
経
験
は
、
想
像
以
上
に
苛
酷
な

も
の
で
す
。
肉
親

や
友
人
を
亡
く
す

と

い

う

体

験

は
、

お
よ
そ
想
像
も
つ

か
な
い
も
の
な
の

だ

と

思

い

ま

す
。

阪
神
淡
路
大
震
災

の
時
、
神
戸
大
学

医
学
部
精
神
科
の

作
っ
た
心
の
ケ
ア

マ

ニ

ュ

ア

ル

が
、

被
災
地
で
流
布
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
被
災
者

の
経
験
は
被
災
者
に
し
か
わ
か
ら

な
い
、
わ
か
っ
た
と
言
わ
な
い
こ
と
、
と
あ

り
ま
す
。
そ
う
な
ん
で
す
、
そ
う
な
ん
で
す
け
れ
ど

も
、
で
も
全
然
わ
か
ら
な
い
の
か
、
体
験
の
差
の
溝

は
あ
ま
り
に
も
大
き
い
も
の
に
せ
よ
、
少
し
も
埋
め

よ
う
の
な
い
も
の
な
の
か
…

九
月
十
二
日
夕
刻
、
新
千
歳
空
港
に
向
け
て
降
下

態
勢
に
入
っ
て
い
る
エ
ン
ブ
ラ
エ
ル
機
が
、
北
海
道

上
空
に
差
し
掛
か
り
ま
す
。
あ
の
河
口
の
灯
は
む
か

わ
町
で
は
な
い
か
、
な
ら
ば
も
う
す
ぐ
厚
真
町
が
見

え
る
は
ず
だ
。
す
で
に
薄
明
の
迫
る
地
上
に
必
死
で

目
を
凝
ら
し
ま
す
。
見
た
こ
と
の
な
い
筋
の
よ
う
な

も
の
が
入
っ
た
山
々
が
ぼ
ん
や
り
と
見
え
ま
す
。
あ

れ
は
地
滑
り
の
…
で
も
、
も
う
確
認
で
き
る
光
は
、

残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

渡邊　誠

○

被災の体験

こころの
健康を考える 54
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予備軍予備軍文化財
へ行こう

モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
位
の
も
の
」
と
報
じ

て
い
ま
す
。
後
輩
の
教
育
環
境
の
改

善
を
「
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
」
と
表
現
す

る
と
こ
ろ
に
、
老
朽
化
し
た
校
舎
で

予
科
時
代
を
過
ご
し
た
先
輩
の
複
雑

な
心
境
を
感
じ
る
の
は
筆
者
だ
け
で

し
ょ
う
か
。

新
し
い
予
科
教
室
の
デ
ザ
イ
ン

２
代
目
の
予
科
教
室
は
、
営
繕
課

長
の
落
藤
藤
吉
が
設
計
し
ま
し
た
。

前
回
取
り
上
げ
た
正
門
を
手
が
け
た

人
物
で
す
。

こ
の
建
物
は
、
窓
が
規
則
的
に
配

列
さ
れ
た
合
理
的
な
デ
ザ
イ
ン
と
い

え
ま
す
。
そ
こ
に
は
、
戦
時
体
制
下

で
設
計
さ
れ
た
た
め
、
過
度
な
装
飾

を
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
と

い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
推
測
で
き
ま

す
。
し
か
し
、
東
棟
の
中
心
は
窓
を

壁
よ
り
後
退
さ
せ
、
１
〜
３
階
を
貫

く
大
き
な
柱
の
よ
う
に
デ
ザ
イ
ン
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
柱
に
見

立
て
た
部
分
の
両
端
を
段
々
に
し
、

徐
々
に
窓
と
の
距
離
を
縮
め
る
工
夫

も
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
合
理

的
な
デ
ザ
イ
ン
な
が
ら
も
垂
直
性
と

正
面
性
を
強
調
す
る
こ
と
に
成
功
し

て
い
ま
す
。

材
料
に
注
目
す
る
と
、
理
学
部
本

館
（
１
９
２
９
年
、
総
合
博
物
館
）

や
農
学
部
本
館
と
同
じ
く
ス
ク
ラ
ッ

チ
タ
イ
ル
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ラ
ッ
チ
タ
イ
ル
と
は
、
表
面
を

鉄
な
ど
の
櫛
で
引
っ
掻
い
て
か
ら
焼

成
し
た
も
の
で
、
と
て
も
手
間
の
か

か
る
作
業
を
通
じ
て
生
産
さ
れ
ま
す
。

た
だ
、
１
階
窓
の
下
端
に
建
物
を
ぐ

る
り
と
廻
る
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
施

す
こ
と
で
、
基
礎
部
と
壁
部
の
違
い

を
表
現
し
て
い
ま
す
し
、
軒
も
段
々

を
用
い
て
徐
々
に
面
を
後
退
さ
せ
、

ま
し
た
。
そ
の
目
的
は
、
専
門
教
育

に
耐
え
う
る
知
的
体
力
を
身
に
つ
け

る
こ
と
で
す
。
日
本
語
の
教
科
書
が

な
か
っ
た
時
代
の
講
義
を
想
像
す
る

と
、
予
科
の
重
要
性
が
理
解
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

予
科
に
は
モ
ッ
タ
イ
ナ
イ
!?

農
科
大
学
発
足
の
翌
年
、
予
科
の

専
用
施
設
で
あ
る
初
代
予
科
教
室
が

現
在
の
事
務
局
本
館
の
場
所
に
新
築

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
建
物
は
、
ど
っ

正
門
を
入
る
と
、
右
手
に
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
の
建
物
が

あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。

お
そ
ら
く
多
く
の
人
に
は
縁
が
な
く
、

立
ち
入
っ
た
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

今
回
は
、
一
見
疎
遠
と
も
い
え
る
北

海
道
大
学
の
中
枢
、
事
務
局
本
館
を

み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
予
科
」
教
育
の
は
じ
ま
り

多
く
の
学
生
は
、
大
学
に
入
学
す

る
と
、
一
般
教
養
科
目
を
履
修
す
る

た
め
、
キ
ャ
ン
パ
ス
北
部
の
高
等
教

育
推
進
機
構
で
１
年
の
大
半
を
過
ご

す
と
思
い
ま
す
。
専
門
課
程
進
学
前

に
予
備
教
育
を
行
な
う
シ
ス
テ
ム
は
、

札
幌
農
学
校
時
代
に
遡
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
そ
し
て
、
１
９
０
７
年
の

東
北
帝
国
大
学
農
科
大
学
発
足
時
に

「
予
科
」
と
な
り
ま
す
。
そ
の
後
、
予

科
は
１
９
１
８
年
の
北
海
道
帝
国
大

学
、
１
９
４
７
年
の
北
海
道
大
学
に

引
き
継
が
れ
ま
す
が
、
１
９
５
０
年

の
教
養
学
科
設
置
に
伴
っ
て
終
了
し

し
り
と
構
え
た
左
右
対
称
の
木
造
２

階
建
て
で
、
装
飾
の
少
な
い
洋
風
の

も
の
で
し
た
。
こ
の
頃
の
キ
ャ
ン
パ

ス
は
、
正
門
か
ら
農
学
部
本
館
を
軸

線
と
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
大
学
の

教
育
課
程
が
本
館
ま
で
の
距
離
に
比

例
し
て
い
た
と
い
え
る
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。

予
科
教
室
は
、
１
９
３
５
〜
３
６

年
の
農
学
部
本
館
改
築
の
際
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
３
階
建
て
で
建
替

え
ら
れ
ま
す
。
工
事
は
２
期
に
分
け

て
進
め
ら
れ
、
西
棟
は
１
９
３
５
年

に
、
東
棟
は
１
９
３
７
年
に
竣
工
し

ま
し
た
。
建
替
え
の
背
景
に
は
、
予

科
生
が
増
加
し
た
こ
と
、
ま
た
木
造

の
農
学
部
本
館
（
１
９
０
３
年
）
と

同
じ
く
、
老
朽
化
し
て
い
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
大
学
入

学
間
も
な
い
予
科
生
が
、
本
科
と
遜

色
の
な
い
近
代
的
な
校
舎
を
利
用
す

る
こ
と
に
は
驚
き
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
事
実
、
１
９
３
５
年
７
月
16
日

の
『
北
海
道
帝
国
大
学
新
聞
』
は

「
樺
色
の
煉
瓦
で
化
粧
さ
れ
た
直
線

美
を
表
現
す
る　

む
し
ろ
予
科
に
は

第3回
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単
調
な
印
象
に
な
ら
な
い
よ
う
な
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

札
幌
の
発
展
と
キ
ャ
ン
パ
ス

こ
の
よ
う
に
、
事
務
局
本
館
は
本

来
入
学
間
も
な
い
学
生
が
勉
学
に
励

ん
だ
、
身
近
な
建
物
で
し
た
。
予
科

廃
止
後
、
こ
の
建
物
は
１
９
４
７
年

に
設
置
し
た
法
文
学
部
校
舎
と
し
て

利
用
さ
れ
、
１
９
６
６
年
に
事
務
局

本
館
と
な
り
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

西
棟
は
新
築
さ
れ
て
面
影
を
失
い
ま

し
た
が
、
東
棟
は
玄
関
に
軒
を
つ
け

る
な
ど
の
改
修
を
重
ね
つ
つ
現
在
に

至
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
北
海
道
大
学
の
住
所

は
北
区
北
８
条
西
５
丁
目
で
、
こ
れ

は
現
事
務
局
本
館
の
位
置
で
す
。
し

か
し
、
正
門
を
出
て
住
所
表
示
を
み

る
と
北
９
条
、
正
門
を
挟
み
１
条
ず

れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
？
こ

こ
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
成
立
ち
と

札
幌
の
発
展
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

想
像
を
巡
ら
せ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

最
後
に
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震

で
は
多
く
の
方
が
不
自
由
を
強
い
ら

れ
、
教
育
や
研
究
に
も
大
き
な
影
響

が
残
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
被
災

さ
れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

る
と
共
に
、
早
期
の
復
興
を
お
祈
り

し
ま
す
。

事務局本館全景

細部に工夫を施し正面性を強調した東棟

窓下のタイルを工夫し基礎
と壁を表現している

徐々に面を減衰させて柱に見立てた
正面細部
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※画像は2017年版表紙です。

■
札
幌
市
民
防
災
セ
ン
タ
ー
見
学
・
体
験

８
月
14
日
（
火
）
２
月
に
続
き
２
度

目
の
今
回
は
学
業
面
以
外
で
日
本
語
と

英
語
が
苦
手
な
留
学
生
に
、
ど
の
よ
う

に
伝
え
る
こ
と
が
必
要
か
の
実
験
を
兼

ね
て
委
員
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
８
名
が
代

表
で
参
加
し
ま
し
た
。
今
回
の
震
災
で

は
こ
の
時
の
経
験
と
対
応
の
工
夫
が
大

い
に
役
立
ち
限
ら
れ
た
留
学
生
に
で
は

あ
り
ま
す
が
一
助
と
な
る
活
動
に
つ
な

が
り
ま
し
た
。
今
後
も
防
災
に
か
か
わ

る
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
た
い
で
す
。

■
新
入
留
学
生
歓
迎
企
画
予
定

①
大
学
主
催
「
新
入
留
学
生
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
」
10
月
２
日
（
火
）、
開
催

内
容
変
更
に
よ
り
従
来
の
プ
レ
ゼ
ン
が

で
き
な
く
な
っ
た
の
で
受
付
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
置
い
て
い
た
だ
き
、
別
会
場

に
「
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
案
内
ポ

ス
タ
ー
」
を
貼
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
各
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ハ
ウ
ス
に

「
留
学
生
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
案
内

ポ
ス
タ
ー
」
を
初
め
て
貼
り
、
参
加
チ

ケ
ッ
ト
は
共
済
セ
ン
タ
ー
１
カ
所
に
集

中
さ
せ
て
10
月
１
日
（
月
）
か
ら
販
売
。

③
「
新
入
留
学
生
ウ
エ
ル
カ
ム
パ
ー

テ
ィ
」
10
月
５
日
（
金
）
中
央
食
堂
２

階
を
会
場
に
開
催

④
「
中
古
自
転
車
無
料
譲
渡
会
」
10
月

中
の
開
催
（
事
前
説
明
と
手
続
き
会
も

開
催
）

■
教
職
員
総
代
会
議
：
学
内
７
ヶ
所
で

８
月
を
除
く
毎
月
１
回
、
昼
休
み
を
利

用
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
生
協
の
営

業
報
告
の
後
、
教
職
員
の
皆
様
に
利
用

者
の
立
場
か
ら
色
々
な
ご
意
見
を
う
か

が
っ
て
い
ま
す
。

８
月
は
お
休
み
、
９
月
は
震
災
の
翌
週

に
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
開
催
を
取
り

や
め
ま
し
た
。

■
教
職
員
委
員
会
：
毎
月
１
回
、
18
時

～
19
時
半
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
総
代

会
議
で
上
が
っ
た
組
合
員
の
声
に
つ
い

て
の
検
討
、
き
ぼ
う
の
虹
の
編
集
・
発

行
に
つ
い
て
討
議
し
て
い
ま
す
。
８
月

は
お
休
み
、
９
月
は
11
日
に
開
催
し
ま

し
た
。

■「
き
ぼ
う
の
虹
」：
こ
の
冊
子
で
す
。

教
職
員
委
員
会
が
編
集
し
偶
数
月
に
発

行
し
て
い
ま
す
。

今
号
に
は
、
震
災
時
の
北
大
生
協
の
対

応
に
関
す
る
記
事
を
掲
載
し
ま
し
た
。

非
常
時
の
対
応
に
つ
い
て
改
め
て
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【 

編
集
後
記 

】

き
ぼ
う
の
虹
３
７
８
号
を
お
届
け
し

ま
す
。

今
年
の
９
月
は
自
然
の
力
を
思
い
知

ら
さ
れ
た
月
で
し
た
。
９
月
４
日
の
台

風
、
そ
し
て
６
日
未
明
の
震
災
。
亡
く

な
ら
れ
た
方
々
に
心
か
ら
お
悔
や
み
を

申
し
上
げ
る
と
共
に
、
被
災
さ
れ
た
皆

さ
ん
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

私
の
自
宅
も
ほ
ぼ
二
日
間
停
電
で
し

た
。
マ
ン
シ
ョ
ン
の
９
階
な
の
で
水
運

び
で
苦
労
し
、
今
更
な
が
ら
電
気
に
依

存
し
て
生
活
し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し

ま
し
た
。
ど
こ
か
ら
か
「
ほ
ら
、
原
発

が
な
い
と
困
る
で
し
ょ
」
と
い
う
声
が

聞
こ
え
て
き
そ
う
で
す
。

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
活
動

８
月
４
日
～
７
日
に
か
け
て
、
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
た
受
験
生
に
向

け
た
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
受
験
生

応
援
冊
子
「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
」、
現
役

北
大
生
と
直
接
対
話
で
き
る
「
北
大
生

と
話
そ
う
」、
北
大
構
内
を
案
内
す
る

「
道
案
内
」
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
Ｎ

Ｉ
Ｔ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
は
高
校
に
送
付
し
た
り
個

別
発
送
対
応
を
し
た
り
す
る
な
ど
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
に
来
ら
れ
な

い
人
に
も
配
布

し
ま
し
た
。
ま

た
、
特
に
「
北

大
生
と
話
そ
う
」

で
は
多
く
の
受

験
生
が
参
加
し
、

満
足
し
た
表
情

で
帰
っ
て
行
き

ま
し
た
。

後
期
か
ら
は
、
受
験
生
・
新
入
生
に

向
け
た
活
動
が
増
え
て
い
き
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

■
学
生
委
員
会
公
式
Ｈ
Ｐ
、T
w

itter
http://hokudaigi.w

eb.fc2.com
/

＠H
U

_CO
O

P_GI_CS

学
生
委
員
会
の
活
動
や
学
生
委
員
の

日
頃
の
様
子
な
ど
、
学
生
委
員
会
の
こ

と
に
つ
い
て
詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、

公
式
Ｈ
Ｐ
・T

w
itter

を
ど
う
ぞ
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
学
生
委
員
会
連
絡
先

gakusei@
coop.hokudai.ac.jp

学
生
委
員
会
に
意
見
・
質
問
の
あ
る

方
は
、
こ
ち
ら
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

こ
れ
か
ら
も
学
生
委
員
会
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
!!

■
ほ
ん
で
な
い
か
い
２
０
１
８
作
成
開
始

院
生
向
け
書
評
誌
「
ほ
ん
で
な
い
か

い
２
０
１
８
」
の
作
成
を
開
始
し
ま
し

た
。
例
年
北
大
関
係
者
、
Ｏ
Ｂ
、
Ｏ
Ｇ

の
方
に
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
な
っ

て
い
ま
す
が
、
今
年
は
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
受
賞
し
た
吉
澤
准
教
授
ま
た
は
中

垣
教
授
に
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
募
集
対
象
も
学
部
生
ま
で
広
げ
、

幅
広
く
、
多
く
の
方
か
ら
応
募
い
た
だ

け
る
よ
う
変
更
し
ま
し
た
。

発
行
は
年
内
、
出
来
れ
ば
書
籍
年
末

謝
恩
セ
ー
ル
ま
で
に
行
な
う
予
定
で
す
。

■
総
代
会
議
を
開
催
し
ま
す

10
月
30
日
（
火
）
に
院
生
総
代
会
議

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
内
容
は
、
購

買
Ｍ
ｇ
、
中
央
購
買
店
長
を
交
え
、
院

生
の
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
の
利
用
実
態

（
週
に
何
回
利
用
す
る
か
、
利
用
品
目

は
何
か
、
よ
く
利
用
す
る
時
間
帯
は
い

つ
か
等
）
を
確
認
し
、
ど
う
す
れ
ば

も
っ
と
生
協
を
利
用
し
て
い
た
だ
け
る

か
を
議
論
す
る
予
定
で
す
。
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北大生協には「学生・院生・留学生・教職員」の４つの組織委員会があります。
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